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化指標をダム建設前の 2 倍以下とするには、年平均堆砂量の 1％以上の土砂還元量が必
要であることを提案している。 
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第 5 章では、第 4 章で提案した粗粒化ポテンシャルを用いたダム下流の現状評価と
粗粒化改善の目標箇所および目標値の設定手法、また、巨礫割合から必要となる土砂










第 6 章では、本論文の主要な結論をまとめ、今後の課題について記述している。  
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際しては、（平成 32 年 3 月 31 日までの間」当該論文の全文に代えてその内容を要約し
たものとすることを認める。 
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